
 創業・起業をお考えならご相談ください

　市内での創業や起業を考えておられる方を支援していくため、「対馬市創業支援会議」を設置し、ワ
ンストップ相談窓口で相談を受け付けています。
　対馬市創業支援会議は、商工会・農協・森林組合・漁協・長崎大学・長崎県立大学・慶應義塾大学・
十八銀行・親和銀行・長崎県・対馬市で構成し、事業計画や資金計画などの作成のアドバイスや、補助
金や融資制度の相談に応じ、創業までのお手伝いをしていきます。また、創業後も経営の安定に向けて
数年間は必要なサポートを継続していきます。
　「新たに事業を始めたい」「新商品を開発したい」「販路の拡大をしたい」など考えておられる方はご相
談ください。　
○相談窓口
　しまづくり戦略本部　新政策推進課　受付時間　平日　8：45～17：30　

　　　　創業までの流れ

しまづくり戦略本部　新政策推進課　☎0920（53）6111
　

問い合わせ

新政策推進課からのお知らせ

児童扶養手当など各種手当の支給額が変更になります

福祉部　こども未来課　または、福祉課　☎0920（58）2294問い合わせ

こども未来課・福祉課からのお知らせ

児童扶養手当

障害児福祉手当

特別障害者手当

経過的福祉手当

特別児童扶養手当（1級）（2級）

41,020～9,680円

14,140円

26,000円

14,140円

（1級）49,900円 （2級）33,230円

42,000～9,910円

14,480円

26,620円

14,480円

（1級）51,100円 （2級）34,030円

現在の支給月額
（平成27年3月分まで）

変更後の支給月額
（平成27年4月から）
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未来創造・交通政策課からのお知らせ

対馬病院開院にあわせて路線バスが見直されます

問い合わせ しまづくり戦略本部　未来創造・交通政策課　☎0920（53）6111　

問い合わせ しまづくり戦略本部　未来創造・交通政策課　☎0920（53）6111
対馬交通株式会社　　　　　　　　　　　　　☎0920（52）1810
　

長崎県戦没者慰霊奉賛会対馬市支部事務局（福祉部　福祉課内）☎0920（58）2294問い合わせ

福祉課からのお知らせ

○対馬病院に通院しやすいように運行体系が見直されます
◦厳原から対馬病院へ向かう便は1日27便運行されます。
◦対馬病院から北部の皆様は、縦貫線・仁位線・赤島線が対馬病院を経由します。
◦尾崎線・竹敷線・昼ヶ浦線は終点が雞知宮前から対馬病院に変更されます。

○空港シャトルバス及び厳原市内循環線が見直されます
◦空港シャトルバスは、対馬病院に向かう便を充実させるために、実証実験による運行を終了し、
路線バスに組み込まれます。
◦厳原市内循環線は継続となりますが、100円の運賃は改定され、通常のバス料金となります。

○新たな料金制度が導入されます
◦今までは、土日祝日でしか利用できなかった1,000円の1日フリーパス券が平日でも、路線バ
ス・市営バス・乗合タクシー（比田勝～厳原桟橋間を除く）で利用できるようになります。
1日何回乗っても1,000円です。
◦厳原～対馬空港（対馬病院）間はバス料金700円ですが2枚で1,000円、12枚で5,000円の回
数券が販売されます。

地球に優しい対馬であるために
～低炭素機器等導入費補助制度をご活用ください～

○申 請 締 切　平成27年9月30日（水）まで
○対　象　者　市内に住所・事業所等を有する個人・法人等であり、その他補助金交付要綱に定める

補助要件を満たした方が対象（1世帯又は1法人　1回限り）
○補 助 率 等　住宅用太陽光及び事業所用太陽光…………未定
　　　　　　　　　※九州電力の系統接続に係る回答保留の状況を踏まえ判断します。
　　　　　　　　事業所用LED照明設備………………………補助対象経費の2分の1　上限50万円
　　　　　　　　事業所用高日射反射率塗装…………………補助対象経費の4分の1　上限20万円
　　　　　　　　事業所用薪・ペレットストーブ……………補助対象経費の3分の1　上限20万円

　平成26年度も多くの市民の皆様から温かい善意の奉賛金を頂
戴いたしました。おかげをもちまして、対馬市内で479,315円
の奉賛金が集まりました。
　皆様からお寄せいただいた奉賛金は、戦没者追悼式・関係施設
の整備及び維持管理等に活用させていただきます。
　今後ともご支援・ご協力をよろしくお願いします。

長崎県戦没者慰霊奉賛会奉賛金へのご協力
ありがとうございました
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健康増進課からのお知らせ

問い合わせ 保健部　健康増進課　☎0920（58）1116
南福祉保健センター　☎0920（52）4888　北福祉保健センター　☎0920（84）2313

年に1度は婦人がん検診を受けましょう!

　子宮頸がんはこの20年間に低年齢化が急速に進んでおり、20～40歳代前半の若い年齢層で発症者
が増えています。
　乳がんにおいても女性の12名に1人の割合でかかるとされており、40歳代後半～60歳代前半での発
症率が増えています。
　年に1度は婦人がん検診を受けましょう。

子宮がん検診

乳がん検診

1

2

子宮頸部細胞診・医師が必要と
判断した方には子宮体部細胞診 20歳以上

40・42・44・46・48歳

50歳以上の偶数年齢

40歳以上の奇数年齢

対馬市に住所を有する40歳以上の女性の方

1,000円

2,600円

2,000円

　800円

検診の種類 検診内容 対象者（※対馬市民に限ります） 料金

婦人がん検診の内容・対象者及び料金

日　程町

※申込みは不要です。　※当日持ってくるもの：保険証または後期高齢者医療被保険者証、検診料金

※平成28年3月31日現在の年齢です。

午　前

会　場 受付時間 会　場 受付時間

午　後

5月 8 日 豆酘小学校体育館 8：30～  9：30 久根へき地保健福祉館 14：00～15：00

5月 9 日

金

金田小学校体育館 8：00～  9：00 健康管理センター 13：30～15：00

5月10日

土

健康管理センター 8：00～10：00 健康管理センター 13：30～15：00

5月11日

日

健康管理センター 8：00～10：00 健康管理センター 13：30～15：00

5月16日

金

上対馬地域福祉センター 9：00～10：30 上対馬地域福祉センター 13：30～15：00

5月17日

土

豊玉町保健センター 8：00～10：00 豊玉町保健センター 13：30～15：00

5月18日

日

豊玉町保健センター 8：00～10：00 豊玉町保健センター 13：30～15：00

5月19日

月

峰地区公民館 8：00～  9：30 中対馬開発総合センター 13：00～14：30

5月20日

火

対馬市総合福祉センター（美津島保健センター） 8：00～10：00 対馬市総合福祉センター（美津島保健センター） 13：30～15：00

5月21日

水

木 対馬市総合福祉センター（美津島保健センター） 8：00～10：00 対馬市総合福祉センター（美津島保健センター） 13：30～15：00

上　

県

上
対
馬

厳　
　

原

峰

豊
玉

5月12日

月

上県町ふれあいプラザ

一重地区集会施設

9：00～10：30 仁田コミュニティセンター 13：30～15：00

5月15日

火

9：00～10：30 上県町地域福祉センター 13：30～15：00

美
津
島

婦人がん検診日程表

エコー検査＆
マンモグラフィー検査（2方向）
エコー検査＆
マンモグラフィー検査（1方向）

乳房超音波検査（エコー検査）

人権擁護委員の再任について

総務部　総務課　☎0920（53）6111問い合わせ

総務課からのお知らせ

　薄本利夫さん（美津島町雞知）が平成27年4月1日から引き続き3年間、人権擁護委員として法務大
臣から委嘱を受けました。

2015. 4 10



健康つしま21推進員を募集します

成人用肺炎球菌予防接種を受けましょう！

問い合わせ 保健部　健康増進課　☎0920（58）1116
　

　自分の健康づくりにとどまらず、家族や仲間の健康にも関心を持って1人でも多くの市民に健康づく

りに取り組んでいただく推進員を募集しています。

　積極的に健康づくりに取り組む意欲をお持ちの方なら、どなたでも応募できます。

○役　　割　健康イベントなどへのスタッフとしての参加・健康情報や健診などのPR活動・健診の事

前準備や当日のお手伝い・会議や研修会への参加

　　　　　　※できる範囲でのご協力でかまいません。

○任　　期　平成27年7月1日～平成29年3月31日

○交通費等　全体会議にかかる交通費は支給します。

○応募方法　お電話で下記までお申し込みください。

○応募締切　平成27年5月15日（金）

　高齢者の肺炎球菌による肺炎の重症化を防ぐことができる予防接種です。

　予防接種を受けられる方に費用の一部を助成します。

　接種を希望される方は事前にかかりつけ医に相談して接種してください。

○助成対象者　①60～64歳で心臓・腎臓・呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機

　能に障害を有する方

　　　　　　　②下記表に該当する方

○実 施 期 間　平成27年4月1日～平成28年3月31日

○自己負担額 　5,000円（接種費用8,000円のうち3,000円を市が助成します）

　　　　　　　※生活保護を受給している方は無料

○実 施 場 所　市内各医療機関（かかりつけ医での接種をおすすめします）

○必 要 書 類　健康保険証などの年齢が確認できるもの

　　　　　　　※生活保護を受給している方は「生活保護受給者証明書」を提出してください。

　　  65歳　　昭和25年4月2日～昭和26年4月1日生まれ

　　  70歳　　昭和20年4月2日～昭和21年4月1日生まれ

　　  75歳　　昭和15年4月2日～昭和16年4月1日生まれ

　　  80歳　　昭和10年4月2日～昭和11年4月1日生まれ

　　  85歳　　昭和  5年4月2日～昭和  6年4月1日生まれ

　　  90歳　　大正14年4月2日～昭和 元年4月1日生まれ

　　  95歳　　大正  9年4月2日～大正10年4月1日生まれ

　　100歳　　大正  4年4月2日～大正  5年4月1日生まれ

対象年齢 対象となる生年月日
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市民協働・自然共生課からのお知らせ

　市民の皆様には、日頃から外部集落支援員の活動に対し、ご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げ
ます。
　特にヒアリングの際には、快く対応して頂きまして誠にありがとうございました。
　拝聴させて頂きました貴重なご意見は今後の活動を通して少しでも皆さまに還元したいと考えており
ます。
　皆さまのご協力に対し、ここに、外部支援員の1年間の活動と今後の活動についてお知らせします。

（問①）1年間の活動内容（概要）
（問②）1年間の活動を通して感じたこと
（問③）活動を通して、対馬のイメージ
（問④）今後の活動について
（問⑤）市民の皆様へひとこと

①・福祉関係の部署や団体、区長などへヒアリング

　・ヒアリング結果報告書の作成

　・各種研修会、地区座談会へ参加

　・先進地視察

②多くの地域で様々な方にお会いして、アンケートでは伝わらない思いや考えを、

汲み取ることができ、改めて、「対話」の重要性に気づかされました。

③奥の深い歴史や伝統文化を見聞きし、美しい海・山・川を身近に感じながら、1

年間過ごしました。そして、美味しい海の幸、山の幸に胃袋を奪われました。

④「世代間交流の促進」と「子どもの遊び場づくり」の活動と、島外の観光客が、対馬に注目するきっか

けづくりのお手伝いをしたいと思います。

⑤お忙しい中ヒアリングに協力していただいた皆様、ありがとうございました。

これからも、心優しいたくさんの対馬の皆さんとお話しできることを、楽しみに来年度も頑張っていき

ますので、よろしくお願いいたします。

常木 大樹
つ ね き 　 だ い き

さくらば　しゅんた

①・第1・2次産業従事者、商工会、農協等へのヒアリング
　・各種研修会、地区座談会への参加
　・先進地視察
　・ヒアリング結果のデータ整理と分析
②現場に出て、海や畑そして山、作業場で、そこに携わる人の生活を直に肌で感じ
ながら聞けたことは、自分の全く知らない世界に触れることで刺激的な日々を送
ることができました。
③魚が本当においしいです。

近所の方からいただいたトビウオの酢の物がすごくおいしいです。しかも、酢に漬けてあるので日持ち
します。対馬の方たちの生活力の高さには日々驚かされています。
④この1年間は「産業」というテーマに関わり農林水産業の現状を知ることが出来ました。今後は、知り
得た知識・人とのつながりを活かし、森林の分野で皆さんのお役に立ちたいと考えています。
⑤ヒアリングをさせていただいた皆さまには、貴重な時間を割いていただき、本当にありがとうございま
した。対馬の皆さまには、道が分からず困っていたとき丁寧に教えていただいたことが大変うれしく、
印象的でした。対馬の方は心が温かい人がたくさんいると思います。来年度もよろしくお願いします！

桜庭 俊太

「外部集落支援員」の活動の〝ふりかえり〟と
〝今後の活動〟について
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①教育、文化、環境に関して市民の方へヒアリングを実施しました。また、地域で
のイベントへの参加や子ども向けの自然体験プログラムの施行、農地検討座談会
等、地域の方といろいろな活動にも携わりました。
②たくさんの方にお話を聞き、対馬には素晴らしいものがたくさんある中で、やは
り人が魅力的であるということを改めて感じました。ヒアリング先で「また遊び
に来んね」と言って頂くたび、とても嬉しかったです。
③ふとした瞬間に素敵に思える島。車で移動中、海がものすごくきれいだったり、
休みの日、鳥が庭で遊んでいたり、夜、満天の星空に出会えたり。日常の中に小
さな発見がたくさんありました。また、食べ物のおいしい島。漁師さんから頂い

た秋サバのお刺身は最高でした！
④4月からは支援員としてではなく、一人の学生として対馬に関わっていきます。これまでは、ヒアリン
グが主な活動でしたが、今後は、対馬の魅力的な人やモノを、対馬の子ども達にさらに伝えることがで
きるよう、地域の方と動いていきたいと思います。
⑤お話を聞かせてくださった皆様、本当にありがとうございました。支援員としての活動は3月いっぱい
ですが、一個人一学生としてもうしばらく対馬に関わっていきたいと思いますので、今後ともよろしく
お願いいたします！

重原 奈津子
しげはら 　 な 　 つ 　 こ

くすのき　たかゆき

にし　やすなり

①主に観光と国際交流に関し、宿泊施設や飲食店を経営されている方や積極的に国

際交流をされている方を中心にヒアリングを行いました。ヒアリングで頂いた意

見をまとめ、報告書として作成し、商いや活動をしている方たちの意見を行政に

報告しました。

②外部集落支援員は「人」と「人」や「人」と「団体」、「集落」のつなぎ役だと

感じています。

　外部集落支援員という仕事の楽しさや難しさ、失敗した経験を糧にして、人とし

ても成長していきたいと思っています。

③対馬の自然は見る人を魅了し、対馬の人は優しさで満ち溢れている島だと改めて感じました。

④この1年で学んだことを活かし、地域の方たちと協力して新たな活動につなげていきたいと思ってい

ます。

⑤未熟で力不足な私ですが、対馬の皆さまに支えられ、なんとか1年間、活動することができました。少

しでも地域の方たちのお役に立てるよう、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

楠 高幸

①・市民の方々へのヒアリング

　・各種研修会、地区座談会への参加

　・先進地視察

②市民の皆様の声をまとめ上げるのは難しく、意見集約は大変勉強になりました。

「この島には何もない」と言われることもありましたが、島の将来を真剣に考え

ている方々がまだまだおられます。そんな方々と共に対馬を盛り上げていきたい

です。

③豊かな自然と古代からの歴史、伝統ある神事など、対馬にはまだまだ潜在的な力が随所に残っていると

感じました。

④人口減少に悩む対馬において、対馬に多くの方が定住して頂けるよう、定住支援組織の設立を目指して

活動していきます。

⑤お忙しい中ヒアリングにお付き合い頂きました皆様、ありがとうございました。

　これからも対馬のためにお役に立てるよう活動していきますので、よろしくお願いいたします。

西 恭成

問い合わせ 総合政策部　市民協働・自然共生課　☎0920（53）6111
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観光交流商工課からのお知らせ

はかりの検査のお知らせ

○はかりを取引や証明に使用している方は次の日程で検査を受けてください。

総合政策部　観光交流商工課　　　　☎0920（53）6111
長崎県計量検定所　　　　　　　　　☎095（844）9892 ・ 095（844）6608
指定検査機関（社）長崎県計量協会　☎095（841）9491

問い合わせ

※検査の対象となる事業場
①農畜産（肉乳品・精米等） ②水産　③調味　④米穀　⑤精肉　⑥鮮魚　⑦青果　⑧ストアー・百貨店
⑨嗜好品（お茶・コーヒー等） ⑩みやげ品等　⑪病院・薬局・保健所　⑫協同組合（農協・漁協等）
⑬運送業　⑭雑貨（金物・燃料等） ⑮学校・幼稚園・保育所　⑯その他

※検査を受けなくてよい計量器
①家庭で使用されているはかり　②民間計量士で検査を受けたはかり

  9：30～12：00及び13：00～14：00まで

15：00～16：00まで

  9：30～11：30まで

14：00～16：00まで

10：00～12：00まで

13：30～15：00まで

10：00～11：30まで

13：00～15：30まで

10：30～11：30まで

13：30～15：30まで

  9：30～12：00まで

13：00～15：30まで

  9：30～12：00まで

13：00～15：30まで

  9：30～11：00まで

12：30～14：00まで

対馬市上対馬総合センター

一重地区集会施設

佐須奈地区ふるさとセンター

仁田窓口センター

対馬市中対馬開発総合センター

峰地区公民館

豊玉町漁業協同組合水崎支所

仁位生活館

佐須窓口センター

豆酘窓口センター

対馬市交流センター

対馬市美津島文化会館

小船越コミュニティーセンター

対馬市美津島文化会館

5月12日

5月13日

5月14日

5月19日

5月20日

5月21日

5月26日

5月27日

検査日 検　査　会　場 検　　査　　時　　間

　陽春の候、市民の皆様には、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。
　さて私は、3月末日をもちまして、副市長を退任いたしました。
　顧みますと、平成24年5月から副市長として財部市政のもと微力ながら対
馬市発展のため、取り組んでまいりました。対馬振興局の農林水産部長時代
を含めると、6年間という長きにわたり、市民の皆様のひとかたならぬご厚
情、ご支援を賜り誠にありがとうございました。
　4月からは県職員に立場は変わりますが、対馬で得ました経験と常に皆さ
まの笑顔が溢れる対馬を念頭に置きながら公務に励みたいと思います。私に
とりまして最高の宝である対馬との縁を今後とも大切にしてまいります。
　終わりになりましたが、謹んで対馬市の限りない発展と、市民の皆様方のご健勝とご多幸を心からご
祈念申し上げ、退任のあいさつとさせていただきます。

髙屋 雅生 副市長　退任のごあいさつ
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楽しい韓国語講座　受講生を募集します

　「韓国語を勉強してみたいな」と考えている方、この機会に韓国語を学んでみませんか？対馬市の国

際交流員が韓国文化の紹介などもしながら、楽しく韓国語をお教えします。

○申込方法　下記の問い合わせ先に電話で申込み

○申込期限　平成27年5月8日（金）

○場　　所　対馬市交流センター

○料　　金　無料（教材代等については受講生負担）

○定　　員　無制限

申　琇閔
シン          ス ミ ン

（対馬市国際交流員）

〈講師〉 先生

総合政策部　観光交流商工課　☎0920（53）6111
　

申込・問い合わせ

税務課からのお知らせ

税率変更の延期と軽自動車税の減免申請の受け付け

申請・問い合わせ 市民生活部　税務課　☎0920（53）6111
または、各振興部・各行政サービスセンター
　

◆特定の車種の税率変更が１年延期されました

　今年度から予定されていた、原動機付自転車（50㏄以下・90㏄以下・125㏄以下）、ミニカー、小

型特殊（農耕作業用・その他）、軽自動車二輪、小型二輪の税率の変更が、平成28年度からに延期されました。

◆平成27年度軽自動車税減免申請を受け付けます

○対　　　象　①身体障害者手帳、精神障害者手帳または療育手帳を持つ方が所有する軽自動車

②身体障害者手帳を持つ18歳未満の方及び精神障害者手帳または療育手帳を持つ方

　と生計を一にする方が所有する軽自動車

　　　　　　　　（等級により対象にならない方もおりますのでお問い合わせください）

○受 付 期 間　平成27年5月25日まで

○必要なもの　平成27年度軽自動車税減免申請書・印鑑・車検証・免許証・各障害者手帳または療

育手帳

※普通自動車と軽自動車の両方、または軽自動車を複数所有している場合、１台のみ減免となります。

※前年度申請していただいた方には、申請の案内及び申請書を郵送させていただきます。

　初心者の方、自信のない方を対象に、ハ
ングルの読み書きや基本会話（自己紹介・
道案内等）を勉強します。
〔日　程〕
　　5月19日（火）～7月21日（火）
　　全10回（毎週火曜日開催）
　※業務等により変動します。
　午前の部　10：00～11：30
　夜間の部　19：00～20：30

入門コース

　ハングルに慣れている方や初級コースの
受講生を対象に、単語・文法・聞き取り等
を勉強します。
〔日　程〕
　　5月20日（水）～7月22日（水）
　　全10回（毎週水曜日開催）
　※業務等により変動します。
　午前の部　10：00～11：30
　夜間の部　19：00～20：30

初級コース

広報つしま15



「海で生きるあなたの安全と家族の未来を守るために」
船舶事故のハザードマップをぜひ、ご活用ください

水産課からのお知らせ

漁師になりませんか？

問い合わせ 農林水産部　水産課（対馬市新規漁業者就業推進協議会事務局）☎0920（53）6111
　

問い合わせ 農林水産部　水産課　　　☎0920（53）6111
対馬海上保安部　交通課　☎0920（52）0643

　

○申 込 資 格　真に対馬市に定着して漁業を営もうという強い意志を有す
る健康な人、かつ、漁業種類を問わず1年以上漁業経験が
なく、申込の受付時点で55歳以下の人（Ｕ・Ｉターン可）

○募 集 人 員　5名程度
○研　修　地　対馬管内の受け入れ可能な漁協
○研 修 内 容　①一本釣り、延縄漁業等の実践指導（仕掛けの作り方、餌の付け方、仕掛けの投入方法

　及び巻上方法、ロープワーク、船舶の操作方法等）
　　　　　　　②定置漁業、養殖漁業等、雇用されて行う漁業の実践指導
○研修の特徴　収入がない研修中は、一定の要件を満たす研修者に生活費の補助制度あり
○研 修 期 間　研修開始から2年以内（1ヵ月当たり20日以上の研修を実施）
　　　　　　　※②の場合１年以内
○住　　　居　研修期間中の住居の斡旋が必要な方は別途ご相談ください。
○申 込 期 限　平成27年4月15日（水）～5月29日（金）
　　　　　　　※1　事業の詳細は対馬市HPをご覧ください。
　　　　　　　※2　研修を希望する地域を管轄する漁協とご相談の上、申し込みください。

　平成26年の対馬管内では、前年より12隻増えて28隻の船舶海難事故が発生しており、うち対馬船籍
の漁船の衝突事故が非常に増えている状況です。
　特に夏場の7月には、衝突6隻を含む9隻の海難事故が発生しております。
　当然のことながら、衝突事故は一歩間違うと大きな人身事故に発展する恐れがありますので、慎重な
操船が求められます。
　航行中は見張りの徹底を心がけましょう。
　ライフジャケットは船のシートベルトです。
　海に出かけるときは必ず着用しましょう。
　対馬海上保安部では、漁船編及びプレジャーボート編の2種類のハザードマップを作成しました。漁
業者・遊漁者が危険を感じた海域などを示しています。

　このハザードマップは、対馬海上保安部で配布しています。
　上対馬版についても作成予定です。
　対馬海上保安部ホームページhttp://www.kaiho.mlit.go.jp/07kanku/tsushima/

2015. 4 16



広報つしま17

初心を忘れず頑張ります。よろしくお願いいたします。

吉田 裕司 28歳

よしだ    ひろし

総合政策部　市民協働・自然共生課
　

様
々
な
分
野
で
対
馬
の
発
展
に
関
わ
っ

て
い
き
ま
す
。趣
味
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
読

書
で
す
。

長郷 康明 34歳

ながさと   やすあき

市民生活部　税務課
　　（社会福祉協議会より出向）　

積
極
的
に
行
動
し
、地
域
の
役
に
立
て

る
職
員
に
な
れ
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。

瀧川 真依 23歳

たきがわ  　ま　い

保健部　北福祉保健センター
　

市
民
の
皆
様
に
笑
顔
や
安
心
を
与
え

ら
れ
る
よ
う
な
職
員
を
目
指
し
、精
一
杯

頑
張
り
ま
す
。

畑島 尚杜 18歳

はたしま  な お と

市民生活部　税務課
　

社
会
人
１
年
目
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
も

ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
が
、対
馬
の
た
め
に

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

国分 麻美 25歳

こく ぶ  あ さ み

雞知保育所
　

子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
笑
顔
に
な

れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

井上 雄太 18歳

いのうえ   ゆうた

消防本部
　

自
分
に
厳
し
く
人
に
優
し
く
誰
か
ら

も
信
頼
さ
れ
る
消
防
士
に
な
り
ま
す
。

中島 純子 47歳

なかしま  じゅんこ

教育委員会　学校教育課
　

対
馬
い
っ
ぱ
い
に
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

が
広
が
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

中島 清志 53歳

なかしま  きよし

教育委員会　学校教育課
　

対
馬
の
子
ど
も
た
ち
の
学
校
生
活
が

よ
り
充
実
し
た
も
の
に
な
る
よ
う
に
、自

分
の
役
割
を
し
っ
か
り
と
果
た
し
て
い
き

ま
す
。

中村 弘志 18歳

なかむら  ひ ろし

消防本部
　

常
に
訓
練
に
励
み
、一
人
で
も
多
く
の

人
を
救
え
る
消
防
士
に
な
り
対
馬
を
支

え
て
い
き
ま
す
。

児玉 有貴 21歳

こ だ ま    ゆ うき

消防本部
　

日
頃
か
ら
、訓
練
や
勉
学
に
励
み
、い

か
な
る
場
面
に
も
対
応
で
き
る
消
防
士
に

な
り
、市
民
の
方
々
の
安
全
を
守
っ
て
い

き
ま
す
。

田中 宏和 33歳

た　な　か　   ひろかず

消防本部
　

一
日
一
日
を
大
切
に
し
、日
々
訓
練
に
励

み
日
々
勉
強
し
、困
っ
て
い
る
方
の
力
に

な
れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

日高 淳子 38歳

ひだか  じゅんこ

佐賀保育所
　

対
馬
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
を
育
て

る
た
め
に
、子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に
応
じ

て
丁
寧
に
関
わ
り
、保
護
者
の
子
育
て
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
け
る
保
育
士
に
な
れ
る

よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

田中 美咲 19歳

た なか  　みさき

保健部　保険課
　

保
険
課
で
は
、介
護
給
付
費
等
の
担
当

を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。一

つ
一
つ
仕
事
を
覚
え
、１
日
で
も
早
く
市

民
の
皆
様
の
お
力
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。
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対
馬
市
人
事
異
動

3
月
31
日
付

氏　
　

名

新　

配　

置

4
月
1
日
付

☆
昇
任

財
部  

仁
☆

糸
瀬  

亜
寿
香

梅
野  

浩
二

波
多
野  

健
一

有
江  

正
光
☆

惣
島  

宏
法

鶴
岡  
雅
弘
☆

小
茂
田  
聡

吉
田  

裕
司

立
花  

大
功
☆

宮
脇  

好
和

田
村  

竜
一
☆

長
瀬  

賀
宣
☆

長  

信
夫

花
屋  

茂
雄

稲
垣  

久
美
子
☆

内
山  

博
晴
☆

西
山  

厚

黒
岩  

基
尋

畑
島  

信
一

平
山 

秀
樹

し
ま
づ
く
り
戦
略
本
部

本
部
長

木
内 

裕
子

市
民
生
活
部　

市
民
課　

課
長

兼
豆
酘
窓
口
セ
ン
タ
ー　

所
長　

兼
佐
須
窓
口
セ
ン
タ
ー　

所
長

小
田 

ま
き
枝

福
祉
部　

福
祉
課　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
日
吉
の
里

副
参
事

築
城 

直
美

福
祉
部　

こ
ど
も
未
来
課　

乙
宮
へ
き
地
保
育
所

参
事

國
分 

敦
子

福
祉
部　

こ
ど
も
未
来
課　

参
事
兼
市
民
生
活
部

美
津
島
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
大
船
越
へ
き
地
保
育
所　

参
事

大
石 

世
津
枝

福
祉
部　

福
祉
課　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
日
吉
の
里

主
任
介
護
士

辻 

弘
美

福
祉
部　

こ
ど
も
未
来
課　

参
事

兼
上
対
馬
振
興
部
住
民
生
活
課
比
田
勝
保
育
所　

参
事

鍵
本 

實
子

福
祉
部　

こ
ど
も
未
来
課　

参
事

兼
上
対
馬
振
興
部
住
民
生
活
課
一
重
へ
き
地
保
育
所　

参
事

中
村 

三
喜

市
民
生
活
部　

次
長

兼
美
津
島
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　

所
長

阿
比
留 

つ
ゆ
子
福
祉
部　

福
祉
課　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
日
吉
の
里

参
事

土
脇 

典
子

福
祉
部　

こ
ど
も
未
来
課　

豊
玉
南
保
育
所

参
事

國
分 

昭
江

上
対
馬
振
興
部　

住
民
生
活
課

副
参
事

桝
谷 

雅
勝

つ
し
ま
図
書
館

館
長

糸
瀬 

平
和

上
県
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

所
長

兼
上
県
地
区
公
民
館
長

黒
岩 

利
幸

消
防
署　

副
署
長（
南
部
担
当
）

兼
美
津
島
出
張
所
長

齋
藤 

秀
文

消
防
署　

中
部
支
署　

支
署
長

兼
中
部
支
署
峰
出
張
所
長

米
田 

耕
喜

消
防
署　

警
防
課　

警
防
救
助
班

参
事
兼
課
長
補
佐

冨
永 

大
翔

消
防
署　

総
務
課　

総
務
班

主
事

松
井 

晋

消
防
署　

警
防
課　

救
急
班

主
事

永
野 

貴
之

消
防
署　

豆
酘
分
遣
所　

警
防
班

主
事

早
田 

傳

学
校
教
育
課　

課
長

兼
峰
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長

田
中 

恵

学
校
教
育
課

指
導
主
事

庄
司  
諭
美

小
宮  

ひ
ろ
み

長
野  

元
久
☆

庄
司  

妙
子

平
間  

博
文

小
島  

舞

糸
瀬  

美
咲

瀧
本  

又
司
☆

畑
島  

尚
杜

勝
見  

一
成
☆

長
郷  

康
明

釜
山  

直
樹

阿
比
留  

孝
仁

根
メ  

英
夫

米
田  

晃
二
☆

梅
野  

喜
代
子
☆

小
島  

亮

扇  

光
彦

青
栁  

裕
之

渕
上  

真
一
☆

古
里  

美
佐

俵  

穂
寿
美

国
分  

麻
美

斉
藤  

恵
子

阿
比
留  

智
晴

阿
比
留  

望

阿
比
留  

絹
代

日
高  

淳
子

畑
島  
愛
理
沙

氏　
　

名

新　

配　

置

阿
比
留  

洋
喜

居
村  

雅
昭
☆

山
田  

英
司

朝
鍋  

智
男

八
島  

誠
治

廣
川  

久
美
子
☆

阿
比
留  

伊
勢
男

藤  

登
喜
子

瀧
川  

昌
浩

神
宮  

秀
幸

小
島  

太

小
宮  

利
成

佐
藤  

久

脇
山  

武
士

阿
比
留  

光
代

二
宮  

加
生
里

須
川  

紀
子
☆

渡
邊  

美
樹

山
口  

和
子

市
川  

明
美

中
庭  

加
代

中
島  

い
づ
み

八
坂  

貴
久
美

東
川  

貴
彦

比
田
勝  

秀
喜

酒
井  

孝
史

山
本  

充
範

御
手
洗  

逸
男

保
護
課

課
長

こ
ど
も
未
来
課　

参
事
兼
上
対
馬
振
興
部

住
民
生
活
課　

一
重
へ
き
地
保
育
所　

参
事

こ
ど
も
未
来
課　

副
参
事
兼
上
対
馬
振
興
部

住
民
生
活
課　

比
田
勝
保
育
所　

参
事

こ
ど
も
未
来
課　

副
参
事
兼
保
健
部

北
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
仁
田
保
育
所　

副
参
事

こ
ど
も
未
来
課　

保
育
士
兼
保
健
部

北
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
佐
須
奈
保
育
所　

保
育
士

こ
ど
も
未
来
課　

保
育
士
兼
中
対
馬
振
興
部

峰
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
佐
賀
保
育
所　

保
育
士（
新
規
採
用
）

こ
ど
も
未
来
課

乙
宮
へ
き
地
保
育
所　

参
事

こ
ど
も
未
来
課

豊
玉
南
保
育
所　

副
参
事

こ
ど
も
未
来
課

小
船
越
へ
き
地
保
育
所　

参
事

こ
ど
も
未
来
課　

参
事
兼
市
民
生
活
部

美
津
島
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
竹
敷
へ
き
地
保
育
所　

参
事

こ
ど
も
未
来
課　

保
育
士
兼
市
民
生
活
部

美
津
島
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
雞
知
保
育
所　

保
育
士（
新
規
採
用
）

こ
ど
も
未
来
課　

参
事
兼
市
民
生
活
部

美
津
島
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
雞
知
保
育
所　

参
事
兼
所
長

こ
ど
も
未
来
課

主
任
栄
養
士

こ
ど
も
未
来
課

係
長

福
祉
課

副
参
事
兼
係
長

総
務
課
付

副
参
事
兼
係
長（
対
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
）

美
津
島
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

主
任

美
津
島
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

係
長

美
津
島
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

係
長

次
長

兼
美
津
島
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　

所
長

環
境
政
策
課

副
参
事
兼
係
長

環
境
政
策
課

参
事
兼
課
長
補
佐

環
境
政
策
課

課
長
兼
対
馬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　

所
長

税
務
課

主
任（
併
任
）

税
務
課

主
事（
新
規
採
用
）

税
務
課

主
事

税
務
課

主
任

税
務
課

係
長

税
務
課

参
事
兼
課
長
補
佐

税
務
課

参
事
兼
課
長
補
佐

市
民
課

主
任

市
民
課

係
長

市
民
課

副
参
事
兼
係
長

次
長
兼
市
民
課
長

兼
豆
酘
窓
口
セ
ン
タ
ー　

所
長
兼
佐
須
窓
口
セ
ン
タ
ー　

所
長

観
光
交
流
商
工
課
付

係
長（
対
馬
観
光
物
産
協
会（
本
所
）派
遣
）

観
光
交
流
商
工
課　

歴
史
の
ま
ち
づ
く
り
・
世
界
遺
産
登
録
推
進
室

課
長
補
佐

観
光
交
流
商
工
課　

歴
史
の
ま
ち
づ
く
り
・
世
界
遺
産
登
録
推
進
室

室
長（
主
幹
）（
収
蔵
展
示
担
当
）（
併
任
）

観
光
交
流
商
工
課　

歴
史
の
ま
ち
づ
く
り
・
世
界
遺
産
登
録
推
進
室

室
長（
主
幹
）（
施
設
整
備
担
当
）

市
民
協
働
・
自
然
共
生
課

主
事（
割
愛
採
用
）

市
民
協
働
・
自
然
共
生
課

課
長
補
佐

財
産
管
理
運
用
課　

電
算
室

係
長

財
産
管
理
運
用
課

副
参
事
兼
係
長

財
産
管
理
運
用
課

課
長
兼
電
算
室
長

財
政
課

副
参
事
兼
係
長

総
務
課

主
事

総
務
課

課
長
補
佐

次
長
兼

総
務
課
長

未
来
創
造
・
交
通
政
策
課

主
事

未
来
創
造
・
交
通
政
策
課
付

課
長
補
佐（
長
崎
県
派
遣
）

保
険
課

主
任

保
険
課

係
長

保
険
課

参
事
兼
課
長
補
佐

次
長

兼
保
険
課
長

地
域
包
括
・
医
療
対
策
課　

仁
田
診
療
所

主
任

地
域
包
括
・
医
療
対
策
課　

豊
玉
診
療
所

准
看
護
師

地
域
包
括
・
医
療
対
策
課　

豊
玉
診
療
所

看
護
師

地
域
包
括
・
医
療
対
策
課　

豊
玉
診
療
所

看
護
師

地
域
包
括
・
医
療
対
策
課　

豊
玉
診
療
所

主
任
看
護
師

地
域
包
括
・
医
療
対
策
課

看
護
師

地
域
包
括
・
医
療
対
策
課

社
会
福
祉
士

地
域
包
括
・
医
療
対
策
課

主
任
保
健
師

地
域
包
括
・
医
療
対
策
課

主
任
保
健
師

地
域
包
括
・
医
療
対
策
課

主
任（
介
護
支
援
専
門
員
）（
併
任
）

地
域
包
括
・
医
療
対
策
課

主
任

地
域
包
括
・
医
療
対
策
課

主
任

地
域
包
括
・
医
療
対
策
課

副
参
事
兼
係
長

地
域
包
括
・
医
療
対
策
課

副
参
事
兼
係
長

地
域
包
括
・
医
療
対
策
課

課
長
補
佐

地
域
包
括
・
医
療
対
策
課

豊
玉
診
療
所　

参
事
兼
課
長
補
佐

地
域
包
括
・
医
療
対
策
課

参
事

地
域
包
括
・
医
療
対
策
課

課
長

健
康
増
進
課

主
任
保
健
師

健
康
増
進
課

参
事
兼
課
長
補
佐

保
護
課

主
任

保
護
課

副
参
事
兼
係
長

保
護
課

課
長
補
佐

保
護
課

参
事
兼
課
長
補
佐

松
村  

聡
也
☆

税
務
課

係
長



再
任
用

消
防
本
部

監
査
委
員
事
務
局

議
会
事
務
局

農
林
水
産
部

建
設
部

水
道
局

上
対
馬
振
興
部

会
計
管
理
者

中
対
馬
振
興
部

広報つしま19

平
山  

秀
樹

木
内  

裕
子

國
分  

敦
子

築
城  

直
美

糸
瀬  

平
和

桝
谷  

雅
勝

永
留  

和
也

山
内  

輝
幸
☆

白
川  

和
史

大
浦  

展
裕

小
宮  

明
美
☆

永
留  

英
昭

扇  

拓
也
☆

阿
比
留  

秀
和

木
寺  

裕
也

庄
司  

伸
吾

小
島  

清
香

糸
瀬  

博
隆

安
心
院  

倫
世

松
村  

浩
二

菅
野  

円
☆

阿
比
留  

隆
義
☆

木
寺  
晃
三

小
島  
博
憲

永
留  

恵
美
☆

築
城  

美
香

中
庭  

俊
樹

永
野  

節
子

田
中  
美
咲

糸
瀬  

文
茄

井
田  
清
恵
☆

吉
川  

宏
美

扇  

博
祝

安
藤  

和
幸
☆

内
山  

静
香

小
茂
田  

あ
ゆ
み

瀧
川  

真
依

安
藤  

智
教

八
島  

啓
介
☆

栗
屋  

孝
弘

横
瀬  

雄
一
郎
☆

平
川  

純
也

須
川  

英
明

高
司  

道
尚

黒
木  

誠
吾
☆

原
田  

武
茂

梅
野  

友
和
☆

清
水  

千
春
☆

杉
原  

要

竹
森  

健
一
郎

教
育
委
員
会

青
木  

俊
幸
☆

松
本  

政
美
☆

稲
垣  

敏
弥
☆

犬
束  

卓
也

田
口  

憲
一

米
田  

里
美

杉
村  

修
一

桐
谷  

唯
希

中
島  

清
志

中
島  

純
子

糸
瀬  

美
也

松
尾  

龍
典

平
山  

俊
章

永
留  

寿
実
☆

氏　
　

名

新　

配　

置

氏　
　

名

新　

配　

置

氏　
　

名

新　

配　

置

再
任
用

氏　
　

名

新　

配　

置

永
留  

弘
和

中
山  

秀
尚

田
口  

紀
史
☆

山
田  

穂
積

梅
野  

則
仁
☆

多
田  
國
利
☆

主
藤  

庄
司
☆

修
行  
武
智

糸
瀬  

陽
泰

島
居  

一
治

齋
藤  

英
二
☆

奥
村  

茂
久

勝
見  

誠
一

阿
比
留  

慎
太
郎

稲
葉  

克
明

阿
比
留  

史
博

齊
藤  

毅

小
島  

寿
基

福
井  

友
和

津
野  

裕
司

高
嶋  

友
理
恵

益
永  

智
寛

柳
田  

彬
博

辻  

康
博

飯
野  

聡

田
中  

康
浩

伊
藤  

靖
延

野
田  

和
徳

波
田  

一
徹

瀧
本  

泰
敬

児
玉  

有
貴

井
上  

雄
太

中
村  

弘
志

田
中  

宏
和

黒
岩  

利
幸

齋
藤  

秀
文

地
域
振
興
課

係
長

水
道
課　

主
事

兼
水
道
部　

水
道
課　

主
事

水
道
課　

課
長
補
佐

兼
水
道
部　

水
道
課　

課
長
補
佐

次
長
兼
水
道
課
長
兼
水
道
部

次
長
兼
水
道
部　

水
道
課
長

建
設
課
付

副
参
事
兼
係
長（
石
巻
市
派
遣
）

建
設
課

係
長

建
設
課

係
長

建
設
課

参
事
兼
課
長
補
佐

管
理
課

係
長

管
理
課

副
参
事
兼
係
長

管
理
課

参
事
兼
課
長
補
佐

基
盤
整
備
課

参
事
兼
課
長
補
佐

水
産
課
付

係
長（
長
崎
県
派
遣
）

水
産
課

参
事
兼
課
長
補
佐

農
林
・
し
い
た
け
課

副
参
事
兼
係
長

農
林
・
し
い
た
け
課

課
長
補
佐

北
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

社
会
福
祉
士（
新
規
採
用
）

北
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

看
護
師

北
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

副
参
事

北
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

副
参
事
兼
係
長

北
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

参
事
兼
課
長
補
佐

南
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

社
会
福
祉
士（
併
任
）

南
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

主
事

南
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

主
幹
兼
地
域
包
括
・
医
療
対
策
課　

主
幹

保
険
課

主
事（
新
規
採
用
）

学
校
教
育
課　

課
長

兼
峰
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長

次
長

兼
総
務
課
長

福
祉
部　

こ
ど
も
未
来
課

豊
玉
南
保
育
所　

専
門
員

福
祉
部　

こ
ど
も
未
来
課　

専
門
員
兼
市
民
生
活
部

美
津
島
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
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要チェック！ 消費者トラブルに巻き込まれる前に

～消費者トラブルに関する事例やアドバイスをご紹介します～
対馬振興局別館 3階
☎0920（52）8322

2015.4 20

年金コーナー年金コーナー
保険料の免除制度があります

【問い合わせ】
　日本年金機構長崎北年金事務所　☎095（861）1354

○日時　5月13日（水）13：30～17：00
　場所　美津島行政サービスセンター 別館会議室
○日時　5月14日（木）  9：00～17：00
　場所　対馬市役所 別館会議室
★年金相談は予約制です。
★予約受付期限 5月8日（金）まで

《長崎北年金事務所の出張年金相談》

予約先 ☎095（861）1387

　所得が少ないときや失業等により保険料を納めることができない場合には、本人の申請によって、保険料
の納付が免除される制度があります。
①免除（全額免除・一部免除）申請
　本人・配偶者・世帯主それぞれの前年所得が一定額以下の場合や、失業等の事由がある場合に、保険料が  
　全額免除または一部免除となります。
②若年者納付猶予申請
　30歳未満の方で、本人・配偶者それぞれの前年所得が一定額以下の場合に、納付が猶予されます。
③学生納付特例申請
　学生の方で本人の前年所得が一定額以下の場合に、納付が猶予されます。
　過去2年まで遡って免除申請ができます。
　一定の将来期間のほか、過去2年（申請月の2年1ヶ月前の月分）まで遡って免除を申請できます。　　
  ただし、申請が遅れると万一のときに障害年金が受け取れないなどの不利益が生じる場合がありますので、
すみやかに申請してください。

　クーリング・オフとは訪問販売などで消費者が申込や契約をした場合でも、一定期間内（契約書面等を受領
した日を含め8日間、取引方法によっては20日間）であれば一方的に契約解除をすることが出来る制度です。

※なお通信販売には、クーリング・オフ制度はありませんが、場合によっては返品が可能なケースもありま
す。クーリング・オフの手続き方法などで困った事がありましたら一人で悩まず対馬市消費生活相談所や長
崎県消費生活センターにご相談ください。

クーリング・オフをご存知でしょうか？

取引方法
訪問販売
電話勧誘販売
連鎖販売取引

特定継続的役務提供

業務提供誘引販売

訪問購入

キャッチセールス・アポイントメントセールス等
電話による勧誘で申込を受ける販売等
マルチ商法・ネットワークビジネス等

エステ・語学教室・家庭教師・結婚相手紹介サービス・
学習塾・パソコン教室等

必要な資格を取れば、仕事をあっせんするなどと勧誘し、
資格取得講座を受講させる等

業者が消費者宅を往訪し、商品の買取を行う等

8日間
8日間
20日間

8日間

20日間

8日間

平成27年度の国民年金保険料額は、
月額15,590円です。

（注1）保険料を納めた場合と比べて、受け取る年金額が以下のとおりとなります。（平成21年4月以降の免除期間）
　　　　・全額免除の場合 …… 2分の1　・4分の3免除の場合 …… 8分の5
　　　　・半額免除の場合 …… 4分の3　・4分の1免除の場合 …… 8分の7
（注2）一部免除については、減額された保険料を納めないと「未納」と同等の扱いと
　　　なります。

例示 解約可能期間

詳しくは、年金事務所へお問い合わせください。

「納付・全額免除・一部免除・納付猶予」と「未納」の違い
若年者納付猶予
（学生納付特例）納　　付 全額免除 一部免除

老齢・障害・遺族基礎年金
の受給資格期間に…

老齢基礎年金額の計算に…

未　　納

含まれる 含まれる 含まれる 含まれない

含まれる 含まれる 含まれる 含まれない 含まれない
（注1）

含まれる
（注2）

（注1・注2）


